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ẕ子生活支援᪋設の心理⫋による研究の現≧と課題 

 
ᑠ㔝ᓥ ⴌ おⲔのỈዪ子大学大学院 人㛫文໬創成⛉学研究⛉ 

 
要約 

♫఍的㣴ㆤのኚ㠉にἢって㸪ẕ子生活支援᪋設では㸪ྛ専門⫋の専門性の向上がᚲ要になってきている。そ

こで本論では㸪研究を㏻してこれまでの実践を᣺り㏉り㸪ẕ子生活支援᪋設へのཧ入から 20 年が⤒とうと

している心理⫋が専門性を☻くたࡵには㸪今ᚋどのような実践研究がồࡵられるのか᳨ウした。ẕ子生活支

援᪋設におࡅる心理⫋の文献では㸪ᩘこそᑡないものの㸪現場の支援ࢽーࢬの多ᵝ໬に๎して実践の✀㢮も

増えていた。しかし㸪支援のたࡵのアセス࣓ントに関する᝟報や㸪௚⫋✀を஺えたコミࣗࢽテ࢕඲యとして

の支援のプࣟセスをᢕᥱできる研究はᑡなかった。今ᚋはアセス࣓ントの質をಖ障するたࡵの研究や㸪௚⫋

✀もྵࡵたコミࣗࢽテ࢕アプࣟーࢳによる支援にࡘいて᳨ウされた実践研究がᚲ要とされると⪃えられた。 

 

キー・ワード㸸♫఍的㣴ㆤ㸪ẕ子生活支援᪋設㸪心理⫋ 

 

, はじめに 

  現在㸪♫఍的㣴ㆤは「᪂しい♫఍的㣴育ビࣙࢪ

ン」（ཌ生ປാ┬㸪2017a）がᡴちฟされ㸪大きな

ኚ㠉の᭱中である。しかしビࣙࢪンの指㔪が現場

の実᝟とᚲずしも合⮴するとは言えず㸪ྛ児❺⚟

♴᪋設それࡒれに課題が生まれている。 
 児❺⚟♴᪋設の中でも၏一㸪ẕ子共に生活する

᪋設としてẕ子生活支援᪋設がある。ᙜ᪋設は㸪

児❺⚟♴法第 38 ᮲にて「配അ者のないዪ子ཪは

これに‽ずる事᝟にあるዪ子ཬびその者の┘ㆤす

き児❺を入ᡤさせて㸪これらの者をಖㆤすると࡭

ともに㸪これらの者の自❧のಁ進のたࡵにその生

活を支援し㸪あわせて㏥ᡤした者にࡘいて相談そ

の௚の援ຓを⾜うことを目的とする᪋設とする。」

とᐃࡵられている。現在の୺な入ᡤ理⏤はDVや

⤒῭的ᅔ㞴であり㸪設❧ᙜึのኵのᡓṚやఫᒃ႙

ኻから㸪支援ࢽーࢬがኚわってきている（ཌ生ປ

ാ┬㸪2011）。㏆年特に㸪DV⿕害者や⹢待された

子どもの入ᡤ௳ᩘの増ຍに注目が㞟まっている。

こうした入ᡤ者の支援ࢽーࢬにᑐ応するたࡵ㸪

2001年より心理⫋の常໅配置が進ࡵられてきた。 
 現在のところẕ子生活支援᪋設では㸪ձ特ᐃዷ

፬のཷࡅ入れ㸪ղアセス࣓ントの඘実㸪ճ専門的

プࣟࢢラ࣒の実᪋㸪մア࢘トࣜーࢳまで見㉺した

支援の実現が᭱᪂の課題とされてい「るࡆなࡘ」

る（඲ᅜẕ子生活支援᪋設༠㆟఍㸪2018）。特に

ア࢘トࣜーࢳまで支援を発展させるにあたり㸪ま

ずは᪋設ෆにおࡅる生活援ຓ支援の඘実がඃ先さ

れるという。ࡘまり㸪課題を達成するにあたり㸪

多⫋✀それࡒれの専門性を高ࡵるᚲ要がある。 
 これは㸪心理⫋においてもྠᵝである。ẕ子生

活支援᪋設においては㸪ࢳー࣒として多⫋✀㐃ᦠ

による支援がᚲ要୙ྍ欠である。⹢待やDV⿕害

にᑐするࢣアを理⏤に常໅配置されたものの㸪現

場の支援ࢽーࢬが多ᵝであれࡤ㸪心理⫋としての

支援ᙧែもᵝ々である。したがって㸪心理⫋も௚

⫋✀ྠᵝ㸪より高ᗘな専門性がồࡵられている。 
専門性を☻くᡭẁとして㸪実践研究がある。し

かしこれまで㸪心理⫋に㝈らずẕ子生活支援᪋設

の研究඲యは見㏻されてこなかった。 
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そこで本研究では㸪ẕ子生活支援᪋設のᅜෆに

おࡅる文献を㸪時⣔ิにしたがってᩚ理する。඲

యの動向の中で㸪心理⫋が配置されてきた⤒⦋を

୎ᑀに᣺り㏉り㸪研究がどのように展開されてき

たのかを᳨ウする。さらに㸪ᅜእの研究もᴫほし㸪

⥲じてẕ子生活支援᪋設において今ᚋ心理⫋とし

てఱがᚲ要となってくるのかを⪃ᐹする。 
 
Ⅱ ẕ子生活支援᪋タに関するᩥ⊩の動ྥ 

 本❶では㸪ẕ子生活支援᪋設の文献の動向を㸪

これまでのẕ子生活支援᪋設のṔྐを᣺り㏉り㸪

現యไまでの⤒⦋をおさえながらᩚ理する。それ

らẕ子生活支援᪋設඲యの動向で㸪心理⫋がどの

ように఩置࡙ࡅられ㸪そのような≧ἣの中でどの

ような研究がなされてきたのかを᳨ウする。 
 

1．ᩥ⊩の調査方法 

 文献᳨⣴には㸪CiNii ཬび㸪CiNiiにᡤⶶされて

いない文献があると⪃えられる JAIRO の 2 をࡘ

用いた。また㸪ẕ子生活支援᪋設におࡅる心理⫋

の動向を☜かࡵるたࡵに「ẕ子生活支援᪋設」㸪「ẕ

子生活支援᪋設㸪心理」の2ࣃターンの࢟ー࣡ー

で᳨⣴した。その⤖ᯝ㸪CiNiiでは㸪「ẕ子生活ࢻ

支援᪋設」で 188 ௳㸪「ẕ子生活支援᪋設」㸪「心

理」で 10 ௳ヱᙜした。JAIRO では㸪「ẕ子生活

支援᪋設」で 37௳㸪「ẕ子生活支援᪋設」㸪「心理」

で 3 ௳ヱᙜした。⥲じて㸪「ẕ子生活支援᪋設」

では 225௳㸪「ẕ子生活支援᪋設㸪心理」では 13
௳あった。 
そのうち㸪ẕ子生活支援᪋設௨እの児❺⚟♴᪋

設に↔Ⅼがあてられ㸪ẕ子生活支援᪋設そのもの

をテーマとしていない文献㸪㆟事㘓や࣏スター㸪

重」している文献は㝖እした。合ィ 171௳をᑐ㇟

とした。 
ྛ児❺⚟♴᪋設の心理に関㐃した文献の動向の

調査では㸪自❧支援᪋設と共に௚の児❺⚟♴᪋設

よりも文献ᩘ自యがᑡないことが᫂らかにされて

いる（ᶡཎ・増ἑ㸪2012）。本調査においても㸪「心

理」を࢟ー࣡ーࢻに᳨⣴すると㸪ヱᙜする文献は

 。くわずかであったࡈ
 㝈られた文献の中で㸪ఱがテーマにされ㸪ẕ子

生活支援᪋設でồࡵられていた心理⫋の役๭と↷

らし合わせてどのような意࿡があったのか᳨ウす

る。 
 
 2．ẕ子生活支援᪋タの࡛ࡲࢀࡇ 

 文献がᣲࡆられጞࡵた 1997年は㸪「ẕ子ᑅ」の

名⛠から㸪ᑐ㇟者自らが自❧をᚿ向するഃ㠃を重

どした「ẕ子生活支援᪋設」へとኚ᭦された時期

である。そのᚋ文献ᩘは増え⥆ࡅ㸪2003年に᭱ึ

のピークを迎える。᭱ึのピークとなった 2003
年は㸪2001 年から᪋⾜された児❺⹢待㜵Ṇ法の㸪

᭱ึの改ᐃが⾜われる 1 年๓である。2007 年を

ቃにῶᑡ傾向にあった文献ᩘが増えጞࡵ㸪2011
年に第 2のピークを迎えた。運営指㔪が発⾜され

た 2012年には文献ᩘがῶᑡするも㸪⩣年の 2013
年௨㝆現在まで㸪それまでより多くの文献が⥅⥆

的にᣲがるようになっていた。児❺⚟♴にまࡘわ

る法ᚊの動向に㐃動するᙧで文献が᥎⛣していた

のが特ᚩであった（ᅗ 1）。そこで㸪法ᚊの動向と

その㛫の文献のテーマにἢって時期を༊ษり㸪ᴫ

ほしていく。 
 1997 年から㸪2007 年の児❺⹢待㜵Ṇ法の第஧

ḟ改ṇが⾜われるまでの 1997 年から 2006 年を

「支援の質的㌿᥮ึ期」とする。ḟに㸪2007年か

ら「♫఍的㣴ㆤの課題とᑗ᮶ീ」（ཌ生ປാ┬㸪

2011）がබᕸされるまでを㸪支援ᑐ㇟の特ᚩから㸪

「ẕ子支援への⛣⾜期」とする。᭱ᚋに㸪ྛ児❺

⚟♴᪋設の運営指㔪がබᕸされ㸪♫఍的㣴ㆤのయ

ไが⢭⦓໬された 2012 年から現在までを「支援

の☜❧と᪂たな展開期」としてᩚ理していく。 
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 �）支援の質的㌿᥮ึ期（1997年㹼2006年） 
 1997 年にᣲࡆられていたᆏ本（1997）とᯇཎ

（1997）は㸪どちらも「ẕ子ᑅ」からの名⛠ኚ᭦

をテーマに掲ࡆていた。⥆く1998年㸪1999年は㸪

ẕ子生活᪋設の現≧や今ᚋの課題にࡘいての論文

がᣲがっていた。名⛠ኚ᭦に㇟ᚩされるように㸪

ᡓᚋに設❧されたẕ子ᑅがᑐ㇟とした支援とは㸪

質的に大きなኚ໬がồࡵられていた時期である

（Ṋ⸨㸪2015）。 
 2000 年に入ると名⛠ኚ᭦からලయ的な支援に

テーマが⛣っていく。㮵ᮧ（2000）がእᅜ人利用

者の支援にࡘいて特㞟で取り上ࡆている௚㸪山ᓮ

ら（2000）は▱的障害をᣢࡘẕ親の育児支援の在

り᪉にࡘいて᳨ウしている。ఫᒃᥦ౪ࡅࡔで事㊊

りた支援や㸪ࢯーシࣕࣝ࣡ークによる支援に཰ま

らない支援ࢽーࢬがᏑ在していたことがわかる。

また㸪支援におࡅる入ᡤ者の「自❧」がますます

ᙉ調され㸪自❧支援ィ⏬を❧てるにあたっての課

題（今ᕷ㸪2001㸹㣤ᓥ㸪2001）が文献としてᣲが

ってくるようになった。 
 こうした現場の支援ࢽーࢬとは⿬⭡に㸪ᨻ⟇㠃

では㸪一ᵝに⤒῭的自❧ࡅࡔが目指された。2002
年にཌ生ປാ┬からබᕸされた「ẕ子ᐙᗞ等自❧

支援ᑐ⟇大⥘」では㸪「ẕ子ᐙᗞ等の⤒῭的自❧の 

 
 
たࡵのᑵປ支援」などと㸪支援の目的が⤒῭的自

❧に㝈ᐃされていた。しかし㸪心理担ᙜ⫋員を導

入しなࡅれࡤᑐฎできないようなᅔ㞴ࢣースや㸪

▱的障害などのఱかしらの障害をᣢちながらẕ子

生活支援᪋設を利用しているような場合㸪⤒῭的

なᏳᐃが▷期㛫でᮃࡵないこともᑡなくない。例

えࡤ᳃ᒸ（2003）がᣲࡆたDV⿕害により入ᡤし

たẕ子の事例では㸪ẕ親のయ調୙Ⰻと子どもへの

୙㐺ษな㣴育が㐺応にあたり問題となっていた。

このような場合㸪子どものᏳ඲の☜ಖのたࡵに㸪

親はಶูでࢣアされていくᚲ要がある。そうして㸪

ẕ親が㐺ษな関わりができるようにするᚲ要があ

る。これを入ᡤしている㝈られた期㛫ෆに達成す

ることはᐜ᫆ではない。ᑵປ一ࡘをࢦーࣝとして

いては入ᡤ期㛫は長引き㸪「自❧」に至れないであ

ろう。かࡘてのఫᒃᥦ౪で事㊊りた支援から㸪ẕ

子の≧ἣに応じたࢦーࣝを設ᐃするᚲ要性が研究

からうかがえた。 
 2003年௨㝆 2006年までは㸪親子関係支援の᳨

ウや支援඲యの᪉法の᳨ウなど㸪多ᵝなࢽーࢬに

応じるたࡵの支援᪉法をᶍ⣴するテーマが増えጞ

。た。特に㸪DV⿕害者支援の文献が増えていたࡵ

2004年に児❺⹢待㜵Ṇ法が改ṇされると㸪その年

にẕ子生活支援᪋設の自❧支援に関する特㞟とし

図1 ᩥ⊩数の᥎⛣ 
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て㸪⹢待が取り上ࡆられた（ⱂ⏣・ ஭㸪2004）。
多ᵝ໬するࢽーࢬの中でも㸪ẕ親のDV⿕害への

ᑐ応がᛴがれてきたことがわかる。支援は多ᵝ໬

するものの㸪介入の↔ⅬはDV⿕害や⹢待⿕害に

あてられጞࡵたことがわかる。 
 2）ẕ子支援への⛣⾜期（2007年㹼2011年） 
 2007 年は㸪児❺⹢待㜵Ṇ法の第 2 ᅇ改ṇと児

❺⚟♴法の改ṇがྠ時に⾜われた年である。児❺

⹢待㜵Ṇ法は㸪第 1ᅇ改ṇでは㸪ୡ㛫への⹢待ᑐ

応の࿘▱に重Ⅼが置かれていたように感じられる。

第 2ᅇ改ṇでは㸪❧ち入り調査のᶒ㝈の᫂☜໬や

指♧にᚑわないಖㆤ者へのᑐ応ᶵ関のᶒ㝈のᙉ໬

など㸪⹢待の῝้さとᙉไ的なᥐ置のᚲ要性が཯

ᫎされたෆᐜになっており㸪第୕者ᶵ関のᶒ㝈が

ᙉ໬されていた。児❺⚟♴法では㸪子育て支援に

関するෆᐜの改ṇが୺❧ったෆᐜになっていたが㸪

2007年には᪋設ෆ⹢待の㜵Ṇが┒り込まれ㸪児❺

⹢待への法的ᥐ置がつᐃされた。 
 この時期は㸪ẕ親のDV⿕害の᭷↓による支援

者ࢽーࢬの㐪い（᭷ⷵ㸪2007）やDV・⿕⹢待⤒

㦂をもࡘẕ親の子どもへのᙳ㡪（長⏣ら㸪2007）
などとẕ親への支援が中心となっていた。ୡ㛫の

関心が子ども⹢待に㞟まっている中㸪文献では子

どもへの支援にࡘいてはあまり言ཬされていなか

った。 
 子どもへの支援にࡘいての文献がฟጞࡵたのは㸪

2008 年であった。ୗส・᪥ୗ㒊（2008）は㸪子

どもへの┤᥋的支援を㏻して㸪子どもは学習㠃に

もᅔ㞴をᢪえることが多く㸪そのᅔ㞴さは㸪特᭷

のᑐ人関係ᵓ⠏の㞴しさにもᙳ㡪されていると୺

ᙇしている。⹢待そのものにᑐするࢣアࡅࡔでな

く㸪そこからὴ生して生じる子どもたちの生活場

㠃におࡅる課題への支援のᚲ要性が୺ᙇされてい

た。さらに㸪ẕ子生活支援᪋設におࡅるẕ子の自

❧支援がなおもẕ親の⤒῭的自❧に↔Ⅼがᙜたっ

ていることも指᦬していた。 
 これ௨㝆㸪子どもと⫋員との関わり᪉にࡘいて

᳨ウした文献や子どもの㈋ᅔを取り上ࡆた文献㸪

᪋設支援をཷࡅた子どもの事例報告など㸪子ども

に↔Ⅼがあてられた文献がᚎ々にᣲがってくる。

しかし㸪ୗส・᪥ୗ㒊（2008）の指᦬のように㸪

ẕ子生活支援᪋設はẕ親の支援に重きが置かれる

傾向にあった。中ᓥ（2015）は㸪♫఍的㣴ㆤの᪉

㔪や課題を取りỴࡵる఍㆟の㆟事㘓の調査から㸪

♫఍的㣴ㆤの中のẕ子生活支援᪋設の఩置࡙ࡅを

まとࡵている。その中で㸪2007年まで㸪ẕ子生活

支援᪋設は児❺⚟♴᪋設としてのㄆ㆑が᭕᫕であ

った⤒㐣が♧されている。これは㸪ẕ子生活支援

᪋設がẕ子共生を๓ᥦとする᪋設であること㸪௚

の児❺⚟♴᪋設とẚ㍑すると入ᡤ児❺の中の⿕⹢

待児の๭合がᑡなかったこと（⟄஭㸪2011）など

が関係していると᥎ᐹされる。いずれにしても㸪

多ᵝな≧ἣに合わせた支援を㸪ẕ親ྠᵝ子どもも

ྠじẚ重でᥦ౪するᚲ要性がྉࡤれた期㛫であっ

たと⪃えられる。 
2007年から2011年までは㸪支援の現≧を調査㸪

報告する文献や㸪今ᚋの課題にࡘいて⪃ᐹする文

献が多かった。こうしたὶれの中で㸪2011年㸪「♫

఍的㣴ㆤの課題とᑗ᮶ീ」（ཌ生ປാ┬㸪2011）
がබᕸされた。2011年㸪改ࡵてṇᘧに♫఍的㣴ㆤ

の中にẕ子生活支援᪋設が఩置࡙ࡅられ㸪支援⎔

ቃの඘実が目指されるࡅࡔでなく㸪ලయ的に子ど

もへの学習支援も㸪ṇᘧに目ᶆとして掲ࡆられた。

ୗส・᪥ୗ㒊（2008）をጞࡵとするᑐ子どもの┤

᥋的支援が㸪඲ᅜの支援のᇶ‽として᫂グされた

こととなる。実践研究と㸪♫఍からồࡵられるẕ

子生活支援᪋設としてのᶵ⬟との㊊୪みがᚎ々に

そろってきたと⪃えられる。 
 3）支援の☜❧と᪂たな展開期（2012年㹼） 
  2012年㸪「♫఍的㣴ㆤの課題とᑗ᮶ീ」（ཌ生ປ

ാ┬㸪2011）にᇶ࡙き㸪ྛ児❺⚟♴᪋設の運営指

㔪がᩚഛされた。ẕ子生活支援᪋設運営指㔪（ཌ

生ປാ┬㸪2012a）では㸪ẕ子の᪥常生活や⤒῭

的な㠃に㝈ᐃされない広⩏の自❧支援と共に DV
や⹢待への心理的ࢣアが᫂グされた。 
文献の᥎⛣をみてみると㸪2012年をቃに㸪文献
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ᩘが多くなっていた。また㸪この㡭からᚎ々に㸪

ᐙ᪘支援やᆅᇦとの༠ാに関するテーマが᪂たに

ᣲࡆられていた。2013年からはそれらにຍえ㸪特

ᐃዷ፬への支援にࡘいて᳨ウした文献（⣽ᕝ㸪

2013）や㸪㏥ᡤᚋ支援を᳨ウする文献（Ṋ⸨㸪

2013㸹中ᓥ・ᒾ㛫㸪2014）もຍわった。これらは㸪

ẕ子生活支援᪋設にồࡵられる支援として運営指

㔪に᫂グされたものである。特ᐃዷ፬への支援は

運営指㔪にグ載されていないが㸪2011年に法ᩚഛ

が進ࡵられ㸪第一子ዷፎ中のዷ፬であっても㸪ẕ

子生活支援᪋設へ入ᡤできるようになっている。

すなわち㸪2012年にࡰ࡯現在のẕ子生活支援᪋設

の支援యไがᩚえられ㸪運営指㔪に๎った支援を

実践していく㞴しさが実践研究として᳨ウされる

ようになっていた。この支援యไの☜❧にᇶ࡙い

た実践の現≧報告や㸪課題᳨ウが 2015 年には多

くの文献でなされていた。 
2016年からは㸪運営指㔪௨እに᳨ウがᚲ要なテ

ーマが展開されてきていた。例えࡤ㸪㈋ᅔ問題へ

のアプࣟーࢳは㸪一ᗘはୗⅆになったものの㸪こ

の時期෌び取り上ࡆられていた。また㸪心理療法

による支援やẕ子の࣓ンタࣝࣝ࣊スの現≧にࡘい

てなど㸪心理的ഃ㠃への支援にも言ཬされていた。

一᪦は支援యไが☜❧されたものの㸪現実的な㞴

しさをどう改ၿするか㸪「᪂しい♫఍的㣴育ビࣙࢪ

ン」を実現するにあたりどうしていくか㸪෌びᒱ

㊰に❧たされているのが現≧ࡔと思われる。 
඲ᅜẕ子生活支援᪋設༠㆟఍（2018）では᪂た

に㸪ձ特ᐃዷ፬のཷࡅ入れ㸪ղアセス࣓ントの඘

実㸪ճ専門的プࣟࢢラ࣒の実᪋㸪մア࢘トࣜーࢳ

まで見㉺した「ࡘなࡆる」支援の実現を課題とし

ている。ձは児❺⹢待におࡅる高ࣜスク⩌を᪩期

に支援するᑐ応㸪ճはᡭཌい支援をᚲ要とするẕ

子への᪩期἞療の役๭㸪մは⥅⥆的にẕ子を見Ᏺ

りᆅᇦへのᏳᐃした生活を支える役๭をᣢࡘとい

えるであろう。これらはそれࡒれ㸪Caplan（1964）
のண㜵ࣔデࣝのほⅬからみると㸪児❺⹢待や DV
⿕害の一ḟண㜵㸪஧ḟண㜵㸪୕ḟண㜵にあたると

⪃えられる。児❺⹢待㸪DV ⿕害へのᑐ応がより

一ᒙᙉ໬されていることがうかがえる。 
しかしẕ子生活支援᪋設には㸪⹢待やDV⿕害

௨እを⫼ᬒとしたẕ子も入ᡤしている。入ᡤ理⏤

のᙧは多ᵝ໬「❧自」ࡴでなく㸪入ᡤ者がᮃࡅࡔ

していることは㸪先㏙の㏻りである。したがって㸪

⹢待や DV ⿕害へのᑐ応をᙉ໬するとྠ時に㸪

ᵝ々な支援ᑐ㇟に応えられるయไをᩚえることも

重要な課題であろう。そのたࡵには㸪᭱ึのẁ㝵

での援ຓ᪉㔪のጇᙜ性を高ࡵることが㸪ỗ用性の

ある課題の解Ỵ⟇のように思われる。ղのアセス

࣓ントの඘実が㸪今ᚋඃ先して取り組まれる࡭き

課題であろう。 
 また㸪㈋ᅔ問題にࡘいては㸪ྠ時に⪃えていく

ᚲ要があるテーマࡔと⪃えられる。㈋ᅔ支援は㸪

ᑵປࡅࡔをࢦーࣝとした自❧支援に陥りかねない

ࣜスクがあるとして㸪1970年から 1980年に㆟論

されてきたことは㸪先にもゐれてきた。しかし実

㝿のᡤᚓやᑵປ≧ἣは㸪཰入月㢠が 15 ୓円ᮍ‶

が༙ᩘを㉸え㸪入ᡤ者の 8๭は㠀ṇつ雇用である

ことが᫂らかにされている（ཌ生ປാ┬㸪2011）。
෌びᆅᇦでẕ子での生活を営ࡴにあたり㸪⤒῭㠃

への支援は⪃えࡊるをᚓないであろう。一᪉ẕ子

生活支援᪋設の入ᒃ者をᑐ㇟に「㈋ᅔほ」にࡘい

て調査したᒾ⏣（2007）によれࡤ㸪入ᒃ者の㈋ᅔ

のイ࣓ーࢪは発展㏵上ᅜやᡓᚋ᪥本といった自ら

のቃ㐝とはかࡅ㞳れたものであり㸪自㌟が㈋ᅔ≧

ἣにあるとㄆ㆑している๭合は㸪ᆅᇦᕪがありな

がらも༙ᩘ௨ୗとపい。実㝿の⤒῭≧ἣとそのㄆ

㆑とのᕪを⪃៖すれࡤ㸪ẕ子生活支援᪋設におࡅ

る㈋ᅔへの支援は㸪ẕ親がẕ子で生活を営ࡴ上で

ᚲ要な㔠㖹感ぬや཰支をಠ▔できるようにする㸪

教育的なかかわりではないࡔろうか。♫఍඲యの

問題としても㸪子どもの㈋ᅔへのᑐ⟇が進ࡵられ

ている（ཌ生ປാ┬㸪2012b㸹2017b）。ᆅᇦの中

でのẕ子生活支援᪋設の役๭としても㸪今ᚋ注目

す࡭きテーマࡔと⪃えられる。 
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3．ẕ子生活支援᪋タにࡅ࠾るᚰ理⫋の位⨨࡙ࡅ 

 ẕ子生活支援᪋設඲యの文献の動向をみてきた

が㸪⚟♴ศ㔝の中で心理に関㐃する問題が取り上

たのはࡵられጞࡆ 2016 年とẚ㍑的᭱㏆になって

からであった。しかし 2000 年の文献で▱的障害

をᣢࡘẕ親の支援にࡘいて取り上ࡆられているな

ど㸪現場では᪩くから心理⫋の専門的▱㆑を要す

る支援ࢽーࢬがあったことがうかがえる。 
 心理⫋としての文献がᣲがりጞࡵたのも㸪2001
年からであり㸪ࢽーࢬがᾋかび上がってきた時期

とྠࡰ࡯時期であった。それから㸪ẕ子生活支援

᪋設の支援の質的㌿᥮期とした 2007 年までは㸪

事例論文が中心であった。ẕ親自㌟の心理的ࢣア

や㸪ẕ親へのಶ人療法にࡘいての事例研究であり㸪

௚ศ㔝の文献の傾向とྠᵝに㸪ẕ親支援に↔Ⅼが

あてられていた。また心理援ຓの中でもಶ人療法

が୺に取り上ࡆられていた。心理⫋は୺に┤᥋的

支援にᦠわっており㸪᪋設඲యのࢲイࢼミクスを

用いた臨床は文献からはみられなかった。 
 2010年に入ってから㸪ಶ人療法ࡅࡔでなく㸪ࢢ

ࣝープ介入のຠᯝ研究（⸨木㸪2013）や㸪コンサ

ࣝテーシࣙンの導入やຠᯝにࡘいて᳨ウする文献

（຾⏣㸪2015）など㸪コミࣗࢽテ࢕アプࣟーࢳを

取り入れた実践が文献で取り上ࡆられるようにな

った。また事例論文では㸪子どものプレイセラピ

ーの事例がᣲࡆられ（ᑠ㔝㸪2013）㸪ẕ親から子

どもへの支援にも目が向ࡅられるようになってい

た。ẕ親から子どもにも┤᥋的支援がなされるよ

うになった㌿᥮Ⅼは㸪᪋設඲యの支援の動向とも

一⮴していた。その௚に㸪心理⫋の支援や役๭を

᳨ウする文献（ᅧᯞ㸪2010㸹⚟ᓥ㸪2014）もᣲが

っていた。 
 ᪋設඲యの支援の動向と一⮴するⅬも多いこと

から㸪ࢯーシࣕࣝ࣡ーク୺導の現場での支援に合

わせて㸪専門性を活かしたᵝ々な支援を心理⫋が

⾜ってきたと⪃えられる。その援ຓ活動のᖜも㸪

ಶ人療法に␃まらず㸪コミࣗࢽテ࢕アプࣟーࢳま

で㸪ᖜ広く展開されていた。特にコミࣗࢽテ࢕ア

プࣟーࢳは㸪多⫋✀㐃ᦠの⣲ᆅがᩚっていないと

成り❧たない。導入から⣙ 20 年を⤒ようとして

いる今㸪ẕ子生活支援᪋設඲యの支援యไがᩚっ

てきており㸪心理⫋もまた㸪௚⫋✀と༠ാしなが

らよりᖜ広い実践活動が展開できるようになって

きていると言えるであろう。 
 
4．ᚰ理⫋による支援のព࿡と今後のᒎᮃ 
 2007 年までのẕ親へのಶ人療法の事例からは㸪

ẕ親自㌟の課題をᢅうことにより㸪子どもへの関

わりでᢪえていたⴱ⸨が㸪解かれていくᵝ相が♧

されていた（ຍ⸨㸪2002㸹2003㸹関᰿・⚟山㸪

2007）。一᪉㸪子どもへのプレイセラピーでも㸪

子どもがኚ໬することで親の子どものᤊえ᪉にኚ

໬がみられるᵝ子が♧されていた（ᑠ㔝㸪2013）。
これらの事例からは㸪心理療法によるẕ子それࡒ

れへのಶู支援が᭷ᶵ的にാき㸪親子の関係性支

援にࡘながっていることがわかる。ಶ人療法が㸪

それࡒれの心理的ࢣアࡅࡔでなく㸪親子の関係性

調ᩚのたࡵにᚲ要な例ࡔと言える。 
 ⸨木（2013）はࣝࢢープ介入プࣟࢢラ࣒を実᪋

し㸪そのຠᯝにࡘいて᳨ウしている。ࣝࢢープへ

の介入は㸪ᵝ々な㡿ᇦで活用されている。これを

ẕ子生活支援᪋設にも取り入れることで㸪課題と

されている「専門的プࣟࢢラ࣒の実᪋」をල現໬

していることになる。どのようなᵓ㐀で実᪋する

か㸪こうした実践研究例をᇶに⪃えていࡅると思

われる。຾⏣（2015）は㸪⫋員やẕ親にᑐするコ

ンサࣝテーシࣙンを⤂介している。コンサࣝテー

シࣙンは㸪ẕ親にᑐして子どもの関わり᪉にࡘい

て⾜うことにより㸪親子の関係性支援となる。ま

た心理のどⅬを┒り込ࡴことにより支援ィ⏬をよ

り඘実させるࡅࡔでなく㸪⤒㦂のᑡない᪋設⫋員

のࣂーンア࢘トをண㜵するຠᯝもあるという。心

理療法௨እの実践は㸪ẕ子ࡅࡔでなく㸪多⫋✀か

ら成るࢳー࣒での支援⬟力にも寄与しᚓることが

♧されていた。 
 このように心理⫋による実践のᙧᘧはᵝ々であ
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り㸪それࡒれのᙉみがある。アプࣟーࢳの௙᪉は㸪

᪋設のᵓ㐀㸪⫋員の໅務యไのᙳ㡪も多ศにཷࡅ

るであろう。心理⫋の支援において㸪もう一ࡘ㸪

心理⫋が生活の場に入るのかྰかという㆟論があ

ったのは࿘▱のとおりである。心理⫋にまࡘわる

文献の中で㸪生活場㠃での支援にࡘいて᳨ウされ

ている研究はᮍࡔみられない。生活場㠃での支援

がどのようなຠᯝをᣢち㸪それがどうస用したの

か᳨ウするテーマも㸪生活臨床において重要であ

ろう。 
 文献としてಶ々に⤂介やຠᯝ᳨ドがなされてい

るが㸪実㝿の支援では㸪これらを組み合わせて用

いられていることもᑡなくない。実践研究として㸪

一ࡘのࢣースへの᪋設඲యの支援を⥙⨶した事例

研究はみられない。ẕ子生活支援᪋設におࡅる心

理⫋としての支援のみならず㸪多⫋✀の実践やそ

れにᑐするコンサࣝテーシࣙンもྵࡵ㸪事例にᑐ

してどのように⣔⤫❧てて支援していくᚲ要があ

るのかの᳨ウが㸪実㝿にはᚲ要とされているので

はないࡔろうか。心理⫋の実践がよりᖜ広く研究

としてᣲがってくるのはもちろん㸪コミࣗࢽテ࢕

アプࣟーࢳのどⅬから一事例の支援の⤒㐣とその

⤖ᯝを♧した事例研究も㸪ẕ子生活支援᪋設なら

ではの研究として今ᚋᮃまれるテーマであろう。 
 
Ⅲ ᅜ外のᐇ㊶研究との比較 

 ここでは㸪ẕ子生活支援᪋設の支援ᑐ㇟者とྠ

じ❧場の者にᑐする支援にࡘいて㸪ᅜእの文献で

はどのように取り上ࡆられているかをᴫほする。

ᅜෆの研究とẚ㍑し㸪今ᚋのᅜෆにおࡅる研究の

発展にどのように生かせるのかを⪃える。 
 1）ᅜእにおࡅる「ࣁイࣜスク」のᤊえ᪉ 
 ᅜእでは㸪⚟♴ไᗘや心理⫋の఩置࡙ࡅがᅜࡈ

とに␗なる。そこで㸪ẕ子生活支援᪋設の支援の

ᑐ㇟とྠじようなቃ㐝にある者への支援を調࡭る

たࡵ㸪「high risk mothers」を࢟ー࣡ーࢻとした。

また㸪特に心理支援の実ែをᢕᥱするたࡵ㸪支援

をᚲ要とする要ᅉとなる「mental health」を 2

として㸪EBSCOࢻー࣡ー࢟目のࡘ を用いて文献

を᳨⣴した。そのうち㸪ⱥㄒ௨እの言ㄒを用いた

文献は㝖እした。また㌟య⑌ᝈをᣢࡘ㸪ᮍ⇍児で

あるといった子どものࣜスクを取り上ࡆた文献㸪

その௚先㏙したࣜスクに言ཬしていない文献は㝖

እし㸪45௳の文献をᑐ㇟とした。 
 ᑐ㇟とした文献ではఱを「ࣁイࣜスク」として

ᤊえているか調࡭た。その⤖ᯝ㸪ձẕ親が思᫓期

や㟷年期ึ期といったⱝ年ᒙにあたる㸪ղపᡤᚓ

である㸪ճᢚうࡘ㸪あるいは⏘ᚋうࡘである㸪մ

ఱかしらの⢭⚄⑌ᝈに⨯ᝈしている㸪յトラ࢘マ

的なライࣇイ࣋ントを⤒㦂している㸪ն୙㐺ษな

㣴育⎔ቃ㸪あるいは᪋設㣴育を⤒㦂している ࡘ6

に大ูでき㸪それ௨እを「その௚」とศ㢮できた

（ᅗ 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ᭱も多くの文献でࣁイࣜスクとされていたのは㸪

ẕ親が思᫓期や㟷年期ึ期といったⱝ年ᒙにあた

る年㱋要ᅉであった。 思᫓期のẕ親は㸪ࣃートࢼ

ーからのᭀ力にさらされた⤒㦂がある☜⋡が高い

（Mylant & Colleen, 2008）。またHovdestadら

（2015）は㸪ᗂᑡ期に᪋設㣴育をཷࡅてきた㐣ཤ

がある☜⋡が高く㸪子どもにᑐする୙㐺ษな㣴育㸪

⹢待㸪アࣝコーࣝ౫Ꮡなどのࣜスクが高いと指᦬

している。⹢待や物質౫Ꮡのࣜスクの高さは㸪

Chablani & Spinney（2011）の研究においても

図2 ࠖࢡࢫࣜ࢖ࣁࠕの定⩏の内ヂ 



40 おⲔのỈዪ子大学心理臨床相談センター紀要 第 20 号 2018 年  
 

指᦬されている。さらに㸪ᢚうࡘ⑕≧を࿊する⋡

も高い（Mayers, Hager-Budny, & Buckner, 
2008）。自㌟の㣴育Ṕや親ᐦな関係性においてఱ

かしらᅔ㞴な⤒㦂があるྍ⬟性が高く㸪ẕ親自㌟

の⢭⚄的೺ᗣを害するࣜスクが高いのが㸪ⱝ年ᒙ

のẕ親をࣁイࣜスクとᤊえるᡤ௨であった。この

ようなẕ親が実㝿に子どもに関わる場㠃では㸪子

どもへのኌがࡅがᑡなく㸪相஫స用に一㈏性がな

いという（Pomerleau, Scuccimarri, & Malcuit, 
2003）。子どもへのᙳ㡪を⪃៖すれࡤ㸪ẕ親への

⢭⚄的ࢣアと共に㸪育児におࡅる㣴育⾜動への介

入もᚲ要であると⪃えられた。 
られࡆイࣜスクの要ᅉとしてḟに多く取り上ࣁ 

ていたのは㸪పᡤᚓであることやᢚうࡘ㸪⏘ᚋう

であった。これらの特ᚩとして㸪୧者がేᏑしࡘ

ている㸪あるいはᢚうࡘや⏘ᚋうࡘのࣜスクにప

ᡤᚓがᣲࡆられているなど㸪関㐃している㒊ศが

ㄆࡵられた。పᡤᚓは㸪うࡘ⑕≧㸪⏘ᚋうࡘ௨እ㸪

ⱝ年ᒙにもేᏑしていた。పᡤᚓ自యがࣜスクを

生ࡴというよりも㸪その≧ἣをᣍく㸪あるいはそ

こからὴ生してᣍかれる⎔ቃがࣁイࣜスクにࡘな

がると⪃えられる。一᪉うࡘ⑕≧や⏘ᚋうࡘは㸪

ୡ⏺つᶍ㸪あるいはア࣓ࣜカᅜෆで高☜⋡でᩓ見

され㸪問題となっている（Yang et al., 2014㸹
Abrams & Curran, 2007）。ᑐ⟇をᶍ⣴するたࡵ

に㸪関㐃要ᅉやᑐ応⟇のຠᯝ研究が進ࡵられてい

た。 
 ಶ々のࣜスク要ᅉをまとࡵ㸪ヱᙜする㡯目ᩘに

よって子ども⹢待のࣜスクの⛬ᗘを ᐃするヨみ

もなされており（Critenden, 2007）㸪多ᩘの研究

の中でもࣜスクの᧯స的ᐃ⩏に用いられていた。

ಶ々の要ᅉでண ྍ⬟な⤖ᯝはあれど㸪子ども⹢

待のண においては㸪ある一ࡘの要ᅉࡅࡔではุ

᩿しᚓないという♧၀とも⪃えられるであろう。 
 ௨上ᅜእ文献の中でࣁイࣜスクのᐃ⩏として用

いられていたものは㸪᪥本におࡅる「特ᐃዷ፬」

のุ᩿ᇶ‽と重」するものであった。子どもの発

達にᙳ㡪をཬࡰす㸪あるいは⹢待ࣜスクの要ᅉと

して㸪子育て期のࣁイࣜスクはᅜෆእで共㏻して

いた。これらをᢕᥱすることは㸪⹢待や୙㐺ษな

㣴育といった子育て期のࣁイࣜスクにᑐする一ḟ

ண㜵としての意࿡合いをᣢࡘであろう（෠⏣・㟷

木㸪2010）。 
 しかしᅜෆ研究では㸪ࣜスク要ᅉとその⤖ᯝに

理されていᩚࡔいて実ドデータにᇶ࡙いてはᮍࡘ

ない。人ཱྀ⤫ィ学的᝟報や心理⫋のアセス࣓ント

で用いた指ᶆが㸪どのようなᅔ㞴と⤖びࡘいてい

るのかを᳨ドした研究がᮃまれる。こうした実ド

データは㸪アセス࣓ントの඘実にも寄与すると⪃

えられる。 
 への介入「イࣜスクࣁ」（2

 ḟにᑐ㇟とした文献で取り上ࡆられていた介入

法を⤂介する。 
 まず㸪ࣁイࣜスク要ᅉとして一␒多かったⱝ年

ᒙのẕ親への介入として㸪Mayers ら（2008）が

⾜ったThe Chances for Children Teen Parent̽
Infant Project がある。ア࣓ࣜカで思᫓期のẕ親

をᑐ㇟に㸪高ᰯで⾜われているデイࢣアプࣟࢢラ

スࣔデࣝࢢである。力動的⢭⚄療法㸪ストレン࣒

を㐺用したビデ࢜ศᯒ㸪࣓ンタライࢪン࣋ࢢース

の἞療を組み合わせており㸪ẕ子㠃᥋㸪ẕ親㠃ࢻ

᥋㸪子どものプレイセラピーが⾜われる。子ども

との関わりの中で習័࡙いている౵入的⾜動に介

入できるよう㸪子どもの⾜動にᑐする自ศの཯応

へのෆ┬（reflection）を増やすことを目的として

いる。特ᚩ的なのは㸪ẕ親の≧ἣによってどの介

入のẚ重を重くするかをアレンࢪするⅬである。

したがって㸪プࣟࢢラ࣒にཧຍするᑐ㇟ෆの多ᵝ

な⫼ᬒに合わせた介入がᥦ౪されるようになって

いる。この介入法によってẕ親の⾜動がኚᐜする

ことが᫂らかにされており㸪特にうࡘ⑓の᪤ を

ᣢࡘẕ親にも᭷ຠであることが♧၀された。⢭⚄

⑌ᝈをᝈっていても㸪ẕ親の㣴育⾜動をኚえるこ

とで㸪子どもの発達をಖ障できるようにする介入

と言えよう。 
 ẕ親の⾜動のኚᐜにຠᯝがあると言われている



 ᑠ㔝ᓥ ⴌ㸸ẕ子生活支援᪋設の心理⫋による研究の現≧と課題 41
 

介入として㸪The new beginnings programがあ

る。ඖ々はイࣜࢠスのアンࣟࣇࢼイトセンターで

ጞࡵられたものではあるが㸪Bain（2014）はこれ

を㸪༡アࣜࣇカ共࿴ᅜのシ࢙ࣝターに㑊㞴してい

るẕ子をᑐ㇟に導入した。12 㐌㛫の㞟ᅋ療法で㸪

ẕ親の࣓ンタライࢪンࢢᶵ⬟へാきかࡅることで㸪

ẕ親の࣓ンタライࢪンࢢᶵ⬟や子どもへの関わり

を改ၿすることが目指されている。ẕ親の子ども

への関わりが改ၿされたࡅࡔでなく㸪子どもの言

ㄒ発達もಁされたと報告されている。 
では㸪Pillhofer ら（2015）がUlm Modelࢶイࢻ 
という介入のຠᯝを᳨ドしている。Ulm Model
は㸪ⱝいẕ親のᩄ感性を高ࡵるຠᯝがあると言わ

れている。発達心理学の▱見とアタッ࣓ࢳント理

論にᇶ࡙く⾜動↔Ⅼᆺの介入で㸪ẕ親と子どもと

の相஫స用場㠃のビデ࢕ࣇ࢜ーࣂࢻックを⾜う。

ックの中では㸪子どもの発ಙとẕ親のࣂࢻー࢕ࣇ

応⟅にࡘいてヰし合われる。この介入の࢛ࣟࣇー

アップຠᯝはみられなかったが㸪介入┤ᚋ㸪ࣁイ

ࣜスク⩌においてຠᯝがあることが᫂らかにされ

ている。 
 ビデ࢕ࣇ࢜ーࣂࢻックを⾜うⅬではྠじである

が㸪ẕ親の⾜動ኚᐜを目的としていないものもあ

る。 Phillips ら（ 1981 ）が⤂介している

Mother-Child Interaction Groupは 1976年から

1977年とྂくに⾜われたプࣟࢢラ࣒である。3ṓ

ᮍ‶のࣁイࣜスク児のたࡵの἞療的デイࢣア᪋設

である Infant Care Center で実᪋されたこのプ

にさえཧຍでき࣒ラࢢアプࣟࢣは㸪デイ࣒ラࢢࣟ

ないࣁイࣜスクẕ子をᑐ㇟としており㸪支援ᅔ㞴

な重⠜な≧ែに陥っているẕ子への介入法として

注目できる。ẕ親がࢣアされていると感じられた

り㸪自ら援ຓ要ㄳできるようになることを目的と

している。ಶ人セッシࣙンと㞟ᅋセッシࣙンを織

り஺ࡐながら6ẁ㝵で進ࡴプࣟࢢラ࣒のうち㸪ẕ

親と子どもの相஫స用をビデ࢜で᧜ᙳする第2ẁ

㝵では㸪ẕ親がスタッࣇからࢣアされている場㠃

をྍど໬できることが目的とされている。 

ー࣓ントを重どする介入として㸪ຠᯝ࣡ࣃン࢚ 

研究として多く取り上ࡆられていたのは㸪Muzik
ら（2015）のMom Powerである。἞療動ᶵを高

ながるࡘアにࢣートや࣏ーシࣕࣝサࢯ㸪ྠ時にࡵ

ようಁすことが目的とされている。13セッシࣙン

（うち 3ᅇはಶ人㸪10ᅇは㞟ᅋ）で㸪࢚ン࣡ࣃー

࣓ントによりẕ親のᏳ心感㸪自己ຠ力感をあࡆる

ことが目指される。 
 ௨上の介入法を目的にἢって大ูすると㸪ẕ親

の子どもへの関わりそのものをኚᐜさせることを

目的としたアプࣟーࢳと㸪ẕ親の援ຓ要ㄳ⬟力を

高ࡵるアプࣟーࢳの られた。どちらのࡅにศࡘ2

アプࣟーࢳもࣁイࣜスクなẕ子をᑐ㇟にしている

ことに相㐪ないが㸪ࣁイࣜスクの中でもఱかしら

の支援をཷࡅられるẁ㝵かྰかが㸪支援の᪉向性

を㑅ᢥする上で重要であると言えるࡔろう。ࡘま

り㸪ᅜእのຠᯝ研究において㸪ᑐ㇟となるẕ子が

心理援ຓ㐣⛬上どのᆅⅬに఩置࡙ࡅられるのかア

セス࣓ントがᑐ応付ࡅられているのである。介入

によるኚ໬を ᐃする指ᶆも᫂♧されている。こ

れを⪃えると㸪ᅜෆの文献においてプࣟセスを᝿

ᐃし㸪事๓事ᚋでのኚ໬をᐈほ的な指ᶆを♧して

᳨ウした研究のᑡなさに気࡙かされる。 
 また㸪㞟ᅋとಶู཮᪉を組み合わせた介入法が

多く見ཷࡅられた。その中には㸪心理⫋ࡅࡔでな

く⚟♴サービスのスタッࣇを巻き込んࢳࡔー࣒と

しての大つᶍな介入もあった。これは㸪多⫋✀で

の༠ാにより支援を⾜うẕ子生活支援᪋設とྠᵝ

の≧ἣࡔと⪃えられる。ẕ子が᪋設の中でཷࡅた

支援を⥲じて㸪それࡒれがどのようにస用したの

か⪃えていく研究は㸪まࡔᑡないと思われる。ᅜ

እ研究のような専門的プࣟࢢラ࣒の導入がồࡵら

れている今㸪介入඲యのプࣟセスが⥙⨶されたᇶ

♏的研究の⵳✚がまずはᚲ要であろう。 
 
Ⅳ ⥲合考察 
 ⿕⹢待児やDV⿕害者へのᑐ応をồࡵられてき

た心理⫋であったが㸪この 20 年㸪支援ࢽーࢬが
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多ᵝ໬する≧ἣに合わせて㸪専門的活動のᖜも広

がってきている。こうした中㸪一ඖ的な支援のࢦ

ーࣝࢻスタンࢲーࢻを᥈るのは㞴しいであろう。

介入の多ᵝ性はࢣースࡈとに␗なるが㸪多ᵝな≧

ἣを的☜にᢕᥱしጇᙜな支援の᪉向性をỴᐃする

アセス࣓ントのỈ‽は㸪⤒㦂を問わずಖ障される

ᚲ要があろう。ᅜእ研究ではアセス࣓ント要ᅉの

ᩚഛが進み㸪人ཱྀ⤫ィ学的᝟報から㸪ࣜスクの⛬

ᗘをண するヨみもされている。᪥本では特ᐃዷ

፬にㄆᐃされる㡯目にᅜእ研究のいくࡘかの㡯目

がヱᙜするものの㸪育児期やそれ௨㝆のどⅬはᩚ

っていないのが現≧である。したがって今ᚋ㸪ア

セス࣓ントのỈ‽をಖ障するたࡵの実践に関する

᳨ウがᚲ要であろう。 
 さらに㸪介入において㸪ẕ子生活支援᪋設では

多⫋✀㐃ᦠなくして成り❧たないものが多い。ẕ

子の生活を᪋設඲యでᢪえてึࡵて㸪Ᏻ心できる

⎔ቃがᥦ౪できる。このᵓ㐀そのものがある✀の

ᵓ㐀であり㸪生活を支える臨床実践の特ᚩともい

える。したがって㸪᪋設というコミࣗࢽテ࢕඲య

でいかに㐺ษなアプࣟーࢳがྍ⬟であるのかを㏣

ཬしていくことは㸪支援の質の向上にࡘながるで

あろう。実践研究を⵳✚していく上で㸪コミࣗࢽ

テ࢕アプࣟーࢳのどⅬが今ᚋ重要になってくると

思われる。 
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